
有明地域医療構想調整に係る部会協議結果票 

 

１ 部会開催日時                                  

  令和 6年 8月 26日（月）18時半～19時半 

 

２ 出席者                                     

  安成（部会長）、（以下、継承略）下川、佐々木、鶴上、浦田、本多、岡本、中島、 

平山、山下、古森、大島 

 

３ 対象医療機関の病床機能再編計画                           

  別紙参照 

 

４ 対象医療機関の病床機能再編の理由                        

  下川産婦人科医院は 50年以上にわたり玉名地域の産科医療を支えてきた。平成 2年 

  当時は年間 300件以上の分娩を実施していたが、その後の少子化の進行等に伴い徐々 

に分娩数が減少していた。しかしながら、平成 30年時点においても年 50件以上の分

娩があったが、令和 2年からの新型コロナウイルス感染症等の影響から、当直医師や

看護師の確保が難しくなり令和 2年 10月より入院並びに分娩は休止となっていた。玉

名地域においては参加医療機関も限られることから、昨年度まで入院・分娩の再開等

も模索していたが、医師の働き方改革や物価高騰、人件費の上昇等に伴い本年度をも

っての無床診療所への移行する方針となった。 

 

５ 病床機能再編に対する部会からの意見                         

玉名地域における周産期医療機関が限られる現状から、下川産婦人科医院としても病

床稼働再開に向けた検討を重ねられたものの、少子化やその他人員確保が困難である

ことから、止む無く無床診療所への意向の方針とされた。しかしながら、今後も無床

診療所として分娩以外の周産期医療や婦人科診療に尽力いただき、かつ婦人科の各種

予防接種や健診、更には学校保健や産業保健活動についても積極的に関与の意向であ

ることからも、当部会としては下川産婦人科医院の病床機能再編計画を全面的に支持

する。 

  部会付帯意見としては、玉名地域における周産期医療の危機的な状況をふまえ、AND

坂本女性クリニックにも病床増加も含めた対応に関するご意見を伺うと同時に、行政

各位にも玉名地域の周産期医療の厳しい状況について改めてご理解を頂くと同時に、

中長期的な支援も検討を要望とする。 

  また、有明地域（玉名郡市）と隣接する地域の医療機関の病床再編について情報提供

があった。聖ヶ塔病院（熊本市河内）の閉院と植木病院（熊本市北区）の病床の削減

の予定である。入院者の半数以上を占める障害者病棟の中の玉名郡市在住の方の受け

皿や救急医療の変化は有明地域に多大な影響を及ぼすことが予想されるため、綿密な

準備と協力体制が必要であると認識した。 

 

 

資料２ 



医療機関名 　下川産婦人科医院

所　在　地 　熊本県玉名市

現行の許可病床数
（病床機能）

　13床（急性期）

病床稼働率

(H30年度)※
　34％　※国のルールにより平成30年度稼働率を記載

変更後の
許可病床数

　無床

減少前の病床機能を急性
期として選択している理

由

当院は50年以上にわたり地域の産婦人科医療機関として周産期
診療から婦人科診療に従事し、外来・入院機能を有してきた。
平成30年度においても急性期産科医療機関として61件/年の分
娩を実施。

病床数の減少前の役割

産婦人科医療機関として、令和2年度までは年間50件以上の分
娩を行っていた。令和2年以降新型コロナウイルス感染症の影
響や地域人口減少等に伴う医療従事者の確保困難に拍車がかか
り、医師・看護師の確保が困難となり分娩の休止・休床がやむ
を得ない状況となった。しかし、玉名地域での産婦人科が限ら
れる中、周産期等における外来機能は継続し、入院（分娩）に
ついても再開を検討していた。また、当院は菊池川の氾濫や熊
本地震における状況のハザードマップ上、災害時においても比
較的安全な場所に立地しており、災害時の緊急避難的な病床と
しての役割も担っていた。

病床数の減少後の役割

入院（分娩）は今年度末をもって廃止予定とするが、引続き産
科・婦人科の外来診療に注力していく。分娩以外の周産期医療
については引続き継続し、他周産期医療機関とも連携して地域
の産科医療の維持を図る。また、婦人科医療は子宮頸がん健診
やHPVワクチン接種等も積極的に協力し、引続き玉名地域の限
られた産科医療機関として地域医療に貢献を図る方針。同時に
学校保健活動や産業医活動等にも継続して貢献を図る方針。

病床数減少のスケジュール
令和7年3月31日　13床減少
令和7年4月 1日　無床診療所に変更の予定

計画完了までの病床数
の変遷について 別紙１のとおり

協議書（単独病床機能再編計画）



別紙１

医療機関名

うち対象３区分（※）
の合計

許可病床数 13 13 13

稼働病床数 13 13 13

許可病床数 13 13 13

稼働病床数 13 13 13

許可病床数 13 13 13

稼働病床数 13 13 13

許可病床数 0 0

稼働病床数 0 0

許可病床数 0 0

稼働病床数 0 0

許可病床数 0 0 0

稼働病床数 0 0 0

※対象３区分＝高度急性期、急性期、慢性期

令和２年４月１日時点

令和○年○月○時点（計画が複数年に及ぶ場合）

令和7年3月31日時点（計画完了時）
（令和7年3月31日までに
必ず完了させてください）

令和○年○月○時点（計画が複数年に及ぶ場合）

計画完了までの病床数の変遷について

合計

平成30年度病床機能報告

区分 休棟等

下川産婦人科医院

令和元年度病床機能報告

高度急性期 急性期 回復期 慢性期


